
平成20年度地域住宅モデル普及推進事業による展示住宅等の概要（平成２２年度成果報告）

事業者名：会津産木材供給連絡会 展示住宅等の建設地住所：福島県河沼郡湯川村大字笈川字舘116

事業者連絡先 会津若松森林組合

（とりまとめ都道府県名 福島県 ）

事業の種類 ①展示住宅 ②生活体験施設事業者連絡先：0242‐26‐2355（会津若松森林組合）

総事業費：4,059万円（うち補助金2,223万円）

＜展示住宅・生活体験施設の平面図＞

事業の種類： ①展示住宅、 ②生活体験施設

基本性能等の基準： ①新築（長期優良タイプ）、 ②新築（長寿命化普及タイプ、 ③改修

外観写真

＜展示住宅・生活体験施設の特徴＞
① 会津の杉 大径材を生かす

＜展示住宅等の仕様等＞
①床面積 （１階） 162 23㎡ （２階）45 55㎡

内観写真１

① 会津の杉 大径材を生かす
大径材を使ったプランを提案し100年以上生き続ける家づくりを実現します。

② 太く長い構造材の木組を見せる丈夫な工法
木組をみせる真壁工法を採用し、木造住宅会津坂仕様書に基づき施工品
質を確保します。

③ 生活スタイルに合わせた空間の創出

①床面積：（１階） 162.23㎡、（２階）45.55㎡
②外観：屋根はｶﾗｰ鉄板横葺き入母屋造りで
越屋根がスライドし室内の上昇気流を排気す
る。外壁は藁入りモルタルで土壁の風合いを
醸し出している。柱を表し真壁造りとしている。
色合いは黒を基調とし落ち着いた景観を作り

長寿命に適応したフレームと変化に対応したフレームの組み合わせなどで
自由な空間を造り出す。

④広葉樹をアクセントに
構造材以外に広葉樹を使い室内空間に彩りを与えます。

黒 着 景観
出している。
③構造（部位毎の建材、寸法等）：柱は100年
スギの1尺柱を中心におき大黒柱としている。

小屋梁は杉丸太を使って丈夫な軸組みを実
感できる。

④断熱性能：地域区分Ⅲ対応の仕様としてい ＜平成２２年度の成果＞
内観写真２

④断熱性能：地域区分Ⅲ対応の仕様としてい
る。
⑤展示期間：平成22年4月～平成29年3月

＜平成２２年度の成果＞
①来場者数又は生活体験者数（平成２２年４月～平成２３年３月）：612名
②来場者又は生活体験者の主な声：
○木の匂いがよい
○木の廊下は裸足でも冷たくない
○展示住宅としてはいいが、実際に建てるには費用が課題


